
office office.

光学・センサ工学実験カオスシステム実験 Ｒによるグラフィカルモデリング 音響工学実験

基礎数理

電磁気学第一

回路とシステムの基礎

計測通論Ｃ

数値解析

最適化手法

認識行動システムの基礎

数学１Ｄ

数学及力学演習Ⅰ

３年　S１S２ ３年　A１A２

次世代

S１S２ A１A２

月 火 水 木 金

限
１ 回路学第一 統計力学第一 代数数理工学 解析数理工学 信号処理論第一

限
２ 電磁気学第二

量子力学第二
数学２D 制御論第一 確率数理工学

システム情報工学演習第一

限
３ 数理情報工学演習第一A

認識行動システム論第一
数理情報工学演習第一A

計数工学実験 計算システム論第一
システム情報工学設計演習 システム情報工学設計演習

限
４ 数理情報工学演習第一A 計数工学プログラミング演習【S1】数理情報工学演習第一A

計数工学実験

数学２D
システム情報工学設計演習 】2S【 C一第習演学工報情理数 システム情報工学設計演習

】2S【 習演計設学工報情ムテスシ

限
５ 経済工学Ⅰ

計数工学プログラミング演習【S1】
】2S【 C一第習演学工報情理数
】2S【 習演計設学工報情ムテスシ

月 火 水 木 金

限
１ 算法数理工学 情報理論 数学３ 光学

幾何数理工学

ナノ科学

限
２ 制御論第二 計算システム論第二 数学演習 数理計画法 信号処理論第二

限
３

数理情報工学演習第一B 統計力学第二
応用統計学

数理情報工学演習第一B
数理情報工学実験第一 数理情報工学実験第一

システム情報工学実験第一 システム情報工学演習第二 システム情報工学実験第一 センサ・アクチュエータ工学

限
４

数理情報工学演習第一B

回路学第二 脳科学入門

数理情報工学演習第一B
数理情報工学実験第一 数理情報工学実験第一

システム情報工学実験第一 システム情報工学実験第一

限
５ 経済工学Ⅱ 数理手法Ⅵ 数理手法Ⅱ

Q：計数工学科に進学して良かったことは何ですか？
A：カリキュラムとして、信号処理、回路、制御等の理論は数式ベースで深く学べる一方、
プログラミングなどに関しては授業に加え実験（ホワイトと言われています笑）でも身につ
けることができ、そのバランスが自分にとってはとても良いものであったと感じています。
計数で学ぶ内容の中には当然難しい内容も含まれていますが、挫折せずにやって来られたの
は、学問に対して前向きな姿勢を持った同期が周りに多数いてくれたお陰だと思っています。
（システム情報工学コース４年　三井　健太郎）

Q：計数工学科を選んだ理由を教えてください。
A：私は、脳科学や金融工学に興味があり、数学を応用できる分野に進みたいと思ってい
ました。計数工学科では、数理情報工学コースでもシステム情報工学コースでも、それら
を全て学ぶことができ、その後の選択肢も幅広く用意されているので、本学科を選びまし
た。
（数理情報工学コース３年　松﨑　紫音）

　システム情報工学コース卒業生は、大学、研究機関のほか、電機工業、機械工業、鉄鋼工業、化学工業などあ

らゆる産業分野において研究、開発、設計などの業務に従事しています。対象も、計測機器、制御システム、計算

機のハードウェアとソフトウェア、ロボット、医用診断システム、音声・文字認識システムなど多岐にわたり、大

規模工場の生産自動化システムや生産情報管理システ

ムの分野でも中心的な役割を果たしています。

　数理情報工学コースの卒業生は、大学、研究機関のほ

か、あらゆる企業で各種の業務に従事していますが、最

近の卒業生は、情報通信系における計算機システムの

開発および運用；鉄鋼、化学、機械、建設工業などにお

ける生産システムの設計と管理；諸産業、銀行、行政官

庁などにおけるオペレーションズ・リサーチや情報シス

テムの設計・管理などに従事しているものも多くなって

います。
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